平成２７年度事業報告書

　　　　　　　　

　　平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日まで
特定非営利活動法人　岡山マインド「こころ」

１、事業の成果
平成２７年度、私たちは以下の事業を行いました。平成２３年度から大きな事業を始め、この５年間で積み重ねた実績はマインドのメンバー各人の役割を束ね合い、平成２７年度の事業に結実しています。
事業規模も５４００万円弱となり、順調な広がりを維持しております。マインド作業所が今春から地域活動支援センターⅢ型になり、グループホームも町内に１８部屋を構え、長期入院者を２名受け入れるなど、「地域移行」の受け皿と機能しています。地ビール醸造・販売事業も、JR西日本の「あっぱれ大賞」に選ばれ、特別列車に車載されるなど、知名度を上げて参りました。
また、日本財団の提案を受け、「くらしき物語」「くらしきモデル」を整備していく準備期間として、倉敷市各地のモデルの立ち上げに関わり、平成２８年度から２年間の内に市内数カ所の立ち上げのメドが付いてまいりました。
１　心の｢病｣をかかえた当事者・家族並びに市民への相談事業

　平成１９年度から施行し始めた「テーブルまび」も９年目となりました。本年度も毎月第二日曜の午後１時～３時、真備公民館箭田分館等にてミーティングを行い、毎回の議事録は倉敷地域自立支援協議会の公式ホームページにアップされ、当事者を中心にした地域自立支援協議会として継続しています。「テーブルまびみたいなもの（真備地域関係機関・事業所等連絡会）」として高齢者分野の方々とも偶数月の第一木曜日に新たなテーブルを囲む集まりも定例会し、１０月からは正式に「真備地区関係機関・事業所等連絡会」として事務局体制も市の真備保健推進室が担う形で再出発し、事例検討や勉強会を重ねています。
２　心の｢病｣をかかえた当事者・家族と市民の交流事業

　本年度は、７月１８日（土）に地元箭田地区まちづくり推進協議会との共催で、「地ビールと音楽の夕べ」という企画を行い、地元住民の方々２００名が参加してくださり、障害を抱えた当事者も一緒に交流をいたしました。地元の有志の方々が出店してくださり、ステージでは精神障害当事者もみんな一緒に歌い、語り、楽しい時間を共有いたしました。
３　互いに楽になれるような研修・啓発活動事業（マインド作業所の当事者活動）
　　　５月２２日（金）　　地域移行連絡会（第一回目）へ参加
　　　６月２１日（日）　　そよかぜサロン　「そよかぜ広場」に参加
８月３０日（木）　　「ミニこころの健康づくり講座 in ひがし」にて講演
　　　８月１１日（火）　　地域移行連絡会（第二回目）へ参加
　　　８月２１日（金）　　倉敷市社協　第二次地域福祉活動計画策定委員会（4回目）へ参加
　　　９月２日（水）　　　あずま会倉敷病院　あじさいの会打ち合わせに参加　　　　　　　　
　　　９月２６日（土）　  「第４回　岡山の包括的精神医療を語る会」に参加
　　　９月３０日（水）　　あずま会倉敷病院　あじさいの会音楽会を開催
　　　１０月４日（日）　　「ヒューマンネットワーク２１」講演会にて講演
　　　１０月２３日（金）　NHK大阪放送局　「バリバラ」取材開始（2４日まで）　　　　　　　　　　
　　　１０月３０日（金）　「沢知恵コンサート　in　倉敷神経科病院」を開催
　　　１１月３日（火）　　水島の岡留さん、結婚披露宴に参加
　　　１１月８日（日）　　第11回くらしきフォーラムに参加
　　　１１月１５日（日）　「調子はええんじゃフェスティバル」（岡山市）へ参加
　　　１１月２０日（金）　京山中学校　こころの「病」を学ぶ授業に参加
　　　１１月２７日（金）　「真備こころの健康づくり講座」に参加
　　　１１月２９日（日）　ピアサポーター交流会（岡山県ピアサポート支援事業）に参加
　　　１２月８日（火）　　地域移行連絡会（三回目）へ参加
　　　１２月１０日（木）　箭田幼稚園にて　「マインド講演会」を開催
　　　１２月２３日（水）　「箭田まちづくり」　クリスマスコンサートへ参加
　　　１月９日（土）　　　沢知恵さんの「沢知恵トーク＆詩の朗読」へ参加
　　　２月２日（火）　　　「こころほっと♡サポーター6期生・最終研修会」で講演
　　　２月１１日（木）　　「倉敷市精神保健医療福祉連絡会」へ参加
　　　２月１８日（木）　　笠岡のももの里病院さんと音楽交流会を開催
　　　２月２２日（月）　　「玉島こころほっと♡サポーター研修会」にて講演
　　　３月１１日（金）　　箭田幼稚園PTAのみなさまを対象に、ビールの試飲会
　　　３月１４日（月）　　真備町愛育委員会にて講演
※：この他にも、倉敷神経科病院さんとの音楽交流会も４４回を数え、同時に開催される倉敷神経科病院スタッフと関係機関の座談会も１９回目を迎えました。倉敷地域自立支援協議会の精神部会への参加、倉敷市内の当事者会設立に向けて、「かけはし会議」へも毎月参加し、出会いを積み上げています。

４　「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」による障害福祉サービス、並びに地域生活支援事業に係る事業

≪グループホーム運営事業≫
　　マインドケアホーム・グループホーム事業所として開設し５年目となりました。３月末時点で１８名定員、１７名の方が利用されておられます。世話人として当事者スタッフも１名参加し、非常に手厚い関わりが行われています。
≪マインド作業所運営事業≫
精神障害者小規模作業所「マインド作業所」としての２年目を迎え、指導員にも当事者が参画し、「自分たちでつくりあげる作業所」として活動を重ねています。「語り部」事業はビール瓶のラベル製作作業、コーヒー販売事業、弁当宅配事業とともに作業所の当事者活動事業として位置付けられています。
５　地ビール醸造・販売・並びに小売酒販、飲食業等、障害者支援に係る事業
　地ビールの醸造、併設呑み場「Beerまび」の運営も５年目に入り、年間醸造量も８，２８５ℓでした。JR西日本から認められ、倉敷地域の「うめえもん部門」の「「あっぱれ大賞」を受賞し、岡山駅～宇野駅間を走る特別列車「ラ・マル・ド・ボア（旅行鞄）」の車内で販売される特別ビールとして、瀬戸内芸術祭のお客さんに提供されます。
「Beerまび」は毎週週末の金曜日と土曜日の16時から21時までの営業で、現在、１名の当事者フロアスタッフが働かれています。NHKの「バリバラ」の取材を受け全国放送されるなど、さまざまなメディアにも紹介されました。この他、醸造スタッフ、配達スタッフとして当事者が1名づつ働かれています。障害者総合支援法に乗らない独自の事業として、地域に開かれた醸造所・ビアホールを目指しています。
６　その他この法人の目的を達成する事業
1 ：毎月一回、「マインド通信」の発行を継続しています。現在（平成２７年3月末）時点で１６５
号、発行部数は１６０通となっています。
　　　②：「くらしきモデル」「くらしき物語」準備事業
　　　　　日本財団ソーシャルイノベーション推進本部の提案を受け、倉敷市内にビアホール・カフェ等と精神障害者のグループホームをセットで整備する「くらしきモデル」と、そのビアホール等へ倉敷生まれ（岡山大学資源植物科学研究所・倉敷市、が開発した）の大麦から倉敷（真備町）で製麦（製麦プラントを整備して）・醸造する正真正銘の「地」ビールを供給する「くらしき物語」をセットにしたモデルプランを進めてきました。
　　　　　　倉敷市内７ヵ所に上記モデルを整備する目標を立て、平成２８年度中に「真備モデル（製麦プラント・ドライフルーツ加工場・地域活動新センターⅢ型）」と「玉島モデル」の立ち上げが準備されています。
2、 事業の実施に関する事
①（特定非営利活動に係る事業）

	

	


	事業名
	事業内容
	実施日時
	実施場所
	従事者の人数
	受益対象者の範囲及び人数
	支出額

（千円）

	心の「病」をかかえた当事者・家族並びに市民への相談事業
	「テーブルまび（真備地域自立支援協議会）」を開催
	毎月第二日曜日

13時～15時
	真備公民館、箭田分館にて
	１３名
	各種当事者・家族・一般市民等　　

のべ１９５名
	　　　　０

	
	「テーブルまびみたいなもの」を開催
	偶数月第一木曜13時半～15時
	町内各事業所持ち回り
	　５名
	町内高齢・障害関係事業所職員
　　　１００名
	　　　　０

	心の「病」をかかえた当事者・家族と市民の交流事業
	「地ビールと音楽の夕べ」
	平成27年7月18日


	真備公民館箭田分館駐車場
	１５名
	地域住民・関係者
２００名
	　　　７７


	互いに楽になれるような研修・啓発活動事業
	「障がい」当事者による体験発表・講演会等の語り部
	随時


	依頼先


	　　　１５名


	一般市民・当事者・家族

１０００名
	　　　　０
マインド作業所の事業とする

	「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」による障害福祉サービス、並びに地域生活支援事業に係る事業
	マインドケアホーム・グループホーム運営事業
	随時

	町内


	スタッフ：8名

当事者スタッフ

：２名
	入居者：１７名


	２７，１５０


	
	マインド作業所運営事業
	（火）（木）（土）(日)の週４日開所
	旧事務所
	スタッフ：１名

当事者スタッフ

　　　　：２名
	利用者

のべ１１５０名
	５，６２６

	地ビール醸造・販売、並びに小売酒販、飲食業等、障害者自立支援に係る事業
	地ビールの醸造・販売
	随時
	自社工場
	スタッフ：１名

当事者スタッフ

　　　　：１名
	当事者・家族

20名
	５，０２６

	
	酒類等の販売、くらしき三斉市等への出店
	随時
	自社店舗
	スタッフ：2名

当事者スタッフ

：４名
	当事者・家族

20名
	　６，３７７

	
	「Beer」まびの運営
	随時
	自社店舗
	当事者スタッフ

　　　　：３名
	当事者・家族

20名
	　１，３２２

	その他この法人の目的を達成する事業
	会報発送
	毎月製作
	事務所
	　　　　７名
	１６０通
	　　１０３

	
	「くらしきモデル」「くらしき物語」準備事業
	随時
	倉敷市内
	スタッフ１名
	当事者・家族
20名、
市民：100名
	　　　７５


